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令和２年度 第２０回「吉野谷地区 まちづくり会議」概要  

 

日 時：令和２年１０月１７日（土） １０：００～１１：００ 

場 所：吉野谷公民館 

参加団体等：吉野谷区長会、㈱白山瀬波、体育協会吉野谷支部、吉野谷青年団、吉野

谷女性の会、吉野谷子ども会育成委員会、吉野谷老人クラブ連合会、吉野谷ボラン

ティア、吉野谷公民館長、白山市町会連合会理事など 

 

発言【１】 

今後の市営住宅について 

【市】 

市営木滑住宅は、木造で耐用年数が経過しているため、現行の市営住宅基本計画で

は用途廃止することになっております。 

基本計画では来年度に見直し予定となっており、定住促進のため存続するか、老朽

化のため用途廃止するかについて、改めて検討することになっております。 

 

発言【２】  

 白山ろくグラウンド駐車場の整備と利用価値を高めるために 

【市】 

白山ろくグラウンド北側の利用者の利便性を図るための用地として整備してまい

ります。 

現在、ほ場整備完了により底地の測量を行っており、地積面積が確定するのは令和

３年の秋以降になります。引き続き、借地契約を継続してまいります。 

 

発言【３】 

⑴中宮大橋の老朽化について 

⑵中宮スキー場跡地の既存の施設の活用について 

⑶国道沿いの横断歩道が消えている 

⑷コロナ対策のため各地区に検温器や消毒液の配備を 

【市】 

 ⑴昨年度、舗装工事を完了いたしました。橋梁の修繕につきましては、点検結果に

より順次行っておりますので、今後の状況を見ながら対応してまいります。 

 ⑵令和４年８月が賃貸契約期限であり土地返還も含めて協議してまいります。 



2 

 

 吉野谷セミナーハウスは各団体から、宿泊研修施設として多様に活用されており、

市の二次避難施設としても指定されております。 

今後の運営につきましては、広報等で施設の周知を行い、利用につなげたいと考え

ております。 

 ⑶石川県警に要望を行っております。 

 ⑷非接触型体温計と消毒液に加え、マスク 50 枚を順次、各町内にお配りいたしま

した。 

 

発言【５】 

市の SDGsやジオパークの取り組みについて 

【市】 

 国連が提唱するジオパーク・ユネスコエコパークや SDGs の活動に、本市では、

持続可能な社会の実現を目指しさまざまな事業を推進しております。 

 特に、SDGsの活動は全庁体制で取り組んでおり、教育活動では、白山市 SDGs推

進大使のぶんぶんボウルさんによる市内全小学校 6 年生を対象とした SDGs を学ぶ

学習講座の実施、海岸清掃や学校における省エネ活動の推進など、実態に応じた取り

組みを各小中学校にて行っております。 

 また、来年度から１０年間を計画期間とする市の第２期地球温暖化対策地域推進

計画では、市民、事業者、行政の SDGs における経済、社会、環境の３側面のバラン

スの良い発展や地域資源（森林、地下水）を活用した方針を定めております。 

 これを受け、来年度は、市内全小中学校を対象に、SDGsチエックリストを作成し、

児童・生徒に取り組んでいただく予定をしております。 

ジオパークに関しましては、白山から手取川・日本海まで変化に富んだ大地と動植

物と人の暮らし・歴史があり、地域の資源を「水の旅」と「石の旅」をキーワードと

して繋がりに焦点をあて、保護・保全・教育・観光に活かしながら地域に密着した持

続可能な活動を進めており、白山手取川ジオパークの世界認定に向けた機運がこれ

まで以上に高まるよう、さまざまな取り組みを行ってまいります。 

 

発言【６】 

高齢者の生活と地域の存続（買い物や通院のための移動手段の確保）について 

【市】 

 市では「市民協働で創るまちづくり」の中で地域課題について協議する「地域コミ

ュニティ組織」の創設を進めています。 
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地域に暮らす高齢者などの交通手段について、地域で話し合い、運送事業を実施す

ることについても「市民協働で創るまちづくり」で取り組むことができる課題の一つ

として考えております。 

 めぐーるの運行形態につきましては、「市民協働で創るまちづくり」の中で地元か

らご提案があれば協議したいと考えています。 

 また、民間の取り組みといたしまして、個人宅配や移動販売車、店舗への送迎サー

ビスなどを実施しているところもありますので、このようなサービスを利用するこ

とも選択肢の一つとなります。 

 

発言【７】 

吉野谷地区（10地区）の協力体制について（広範囲で難しい） 

【市】 

 「市民協働で創るまちづくり」では市民と行政が一緒になって地域づくりに取り組

んでまいります。 

 将来を見据えて地域の実情に応じて取り組むことが大事であり、地域課題の洗い

出しや、これまでの活動を見直し整理するきっかけになればと考えています。 

 また、市内 28地区の間で共通の課題を抱える地域同士が交流し協力することで助

け合うということも考えられます。 

 


